
家庭科 学習指導案 

 

平成 27年１月 28日（水）第 6限目・本校４階ＬＬ教室 

第２学年 家庭総合 ２年○組（男子○名・女子○名）  

 

１．単元名  子どもと共に育つ（教科書 家庭総合～自立・共生・創造～東京書籍） 

 

２．単元の目標  

・子どもの発達と保育について関心を持ち、実践的・体験的な活動を通して、意欲を持って主体的

に学習活動に取り組んでいる。（関心・意欲・態度） 

・子どもの発達を支える親の役割や、地域や社会の果たす役割について認識させるとともに、子ど

もを生み育てることの意義について考える。先に行った食物（食事計画）の知識をもとに、幼児

期の献立を適切に判断し、表現している。（思考・判断・表現） 
・栄養、調理および食品衛生などについて理解し、必要な知識と技術を習得し、安全に配慮して調

理することができる技術を調理実習を通して身に付けている。（技能） 
・乳幼児の身体の特徴や発達、心の発達、遊びの発達など、発達段階による特徴を理解するととも

に、親として子どもと共に育つために必要な知識を身に付けている。子どもの発達と生活、子ど

もの福祉などについて理解している。（知識・理解） 
 
３．単元の指導計画（計 11時間） 

 第１次 命を育む（妊娠・人工妊娠中絶・胎児の成長・母体の健康管理） ・・・３時間 
 第２次 子どもの育つ力を知る 

（乳幼児の身体の特徴と発達・心の発達・遊びの発達） ・・・３時間 
 第３次 子どもの生活と保育（子どもの食事）    ・・・４時間 
 第１時 乳汁栄養・離乳食・幼児食の特徴 
 第２時 幼児食の献立（お弁当）作成 （本時：２時間目／４時間） 

第３・４時 （おやつ）調理実習     
 第４次 親として育つ（子どもの権利と福祉）   ・・・１時間 
 

４．単元の評価基準 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 
・子どもの発達と保育、

乳幼児の生活や発達

段階に合わせた献立

作成などに興味関心

を持ち、実践的・体

験的な活動を通して

主体的に学習活動に

取り組もうとしてい

る。 

・遊びの意義や児童文化の

子どもへの影響につい

て考え、発表したりして

いる。 
・幼児期に必要な栄養や幼

児食の特徴を踏まえ献

立を考え、工夫して、表

現をしている。 
・親の役割や子どもを生み

・幼児期に必要な栄養

や幼児食の特徴等

の情報を収集・整理

することができる。 
・食材の衛生的な取り

扱いができる。 
・食材や調味料の計量

ができる。 
・グループで役割分担

・子どもは生活の中で人と

の関わりを通して育つ

ことを理解している 
・乳幼児の発達段階による

特徴を理解している。 
・幼児期に必要な栄養や幼

児食の特徴を理解してい

る。 
・現代の子育てを取り巻く

「幼児のお弁当を考えよう！」 子どもと共に育つ 



・保育の重要性や社会

の果たす役割につい

て考えようとしてい

る。 

育てることの意義につい

て、自分の考えをもち、

まとめたり発言したりし

ている。 
・食品群別摂取量の目安を

活用し、献立に不足して

いる食品保考えることが

できる。 

をし、協力して調理

ができる。 
環境や子どもの福祉を

理解するとともに、現代

の保育環境の問題点を

理解している。 

 
５．第３次『子どもの生活と保育（子どもの食事）』の指導と評価の計画 
 主な学習活動 ◆評価規準・評価方法 ○準備物 

第
１
時 

・乳汁栄養、離乳食、幼児食の特徴について知る 
・月齢・年齢に応じた調理法や食事について知る 
・１日の献立（朝食・夕食）から、不足する栄養

を考え、昼食（お弁当）を考える。 

○プリント No.７【子どもの食生活】 
◆子どもの食生活について関心を持ち、学習に取り組も

うとしている。（関・意・態）（生徒観察） 
◆４つの食品群別摂取量の目安より、不足している食品

を判断できる。（思・判・表）（プリント） 
◆乳幼児の発達段階に合わせた食生活の特徴を理解し

ている。（知・理）（ペーパーテスト） 

第
２
時
（
本
時
） 

・幼児食の特徴を確認（前回の復習） 
・お弁当作りのポイントを知る。 
・幼児の昼食（お弁当）を考え、ワークシートに

記入、発表する。 

○ＰＰ『幼児のお弁当を考えよう』 
○ワークシート②・献立表（参考資料）・色鉛筆 
◆幼児食の特徴を考慮し、不足する栄養を補った献立を

考え、まとめたり発表したりしている。幼児が喜ぶ工

夫をしている。（思・判・表）（ワークシート） 

第
３
・
４
時 

・子どものおやつ作り（調理実習） 
・おやつ（間食）の持つ意味を理解する。 
 

◆食材の衛生的な取り扱いができる。 
◆食材や調味料の計量ができる。 
◆グループで役割分担をし、協力して調理ができる。（技

能）（生徒観察） 
 
６．本時（第３次・第２時）『幼児食の献立（お弁当）作成』の目標 
・子どもの食生活について関心を持ち、学習に取り組む。 （関心・意欲・態度） 
・幼児期の食事の特徴を知り、発達段階を考慮して、調理方法や献立を工夫して考えることができ

る。 
（思考・判断・表現） 

・幼児の発達段階に合わせた食事の特徴を理解する。 （知識・理解） 
  
  



７．本時の展開 

 

学習活動 指導上の留意点 
◆評価規準・評価方法 
○準備物・配布資料 

導
入
（
５
分
） 

・あいさつ 
・前回からの流れを確認し、

本時の学習内容をつかむ。 

・座席を提示する（スクリーンに表

示） 
・ＬＬ教室使用注意（機器に触らな

い・落書きしない） 

○ワークシート②配布 

展
開
①
（
１
０
分
） 

ＰＰ『幼児のお弁当を考えよ

う！』を見ながら、 
・幼児食の復習をする。 
・お弁当作りの条件・ポイン

トを確認する。 
・参考写真をもとに、幼児が喜

ぶ見た目や、幼児が食べやす

い工夫について知る。 

・幼児食の特徴を確認する 
・彩りが食欲に与える影響や幼児が

食べやすい工夫に気付かせる。 

○ＰＰ『幼児のお弁当を考

えよう！』 
◆幼児食の特徴を理解し

ている。（知・理） 
（ペーパーテスト） 

展
開
②
（
２
０
分
） 

・子どもが「喜ぶ」「栄養バラ

ンスのよい」お弁当を考え、

ワークシート②に記入す

る。 
（★１：何歳の子どもに、ど

のような場面を想定

して作ったか。 
★２：工夫したところ・ア

ピールポイントも記

入する。） 

・お弁当作りの条件を確認する。 
・参考資料「献立表」を見ながら、

味の変化の持たせ方や食材の使い

方、栄養の取り入れ方などの工夫

に気付かせる。 
・ワークシート②（例）を提示して、

作業のイメージを膨らませる。 
・机間指導をする中で、発表する生

徒を指名しておく。（もしくは立候

補） 

○色鉛筆 
○参考資料「献立表」 
◆幼児のお弁当を工夫し

て考え、表現することが

できる。（思・判・表） 
（ワークシート） 

展
開
③
（
５
分
） 

・発表 
（★１・２の説明を加えなが

ら） 

・発表をしっかり聞けるように静か

な雰囲気を作る。 
・書画カメラでワークシートを映し

出す。 
 

○書画カメラ 
◆幼児のお弁当作りにつ

いて関心を持ち、学習に

取り組む。（関・意・態） 
（生徒観察） 

ま
と
め
（
５
分
） 

・本時の学習を振り返る。 
・プリントを提出する。 
・あいさつ 

・本時の目標が達成できているかを、

各自のワークシートで振り返させ

る。 
・ワークシート・色鉛筆を回収する。 
・次回の連絡をする。（子どものおや

つをテーマにした調理実習。持ち

物を確認。） 

 

 
 



２年家庭総合（保育）【子どもの食生活】（教Ｐ．○） 

 

〈１〉乳汁栄養：生後５か月頃まで 

母乳 

 １．（① ）、必要な（②  ）がすべて揃っている。 
 ２．おっぱいをいっぱい吸うので、（③   ）の発育をよくし、（④   ）を

よくする。 
 ３．（⑤ ）が含まれているので、細菌やウイルスの侵入を防ぎやすい。 
 ４．（⑥  ：乳汁排出ホルモン）が分泌されて（⑦ ）させる

ので、母体にとってもよい。 
 ５．母乳はいつも（⑧ ）で、細菌もつかず（⑨  ）。 
 ６．費用もかからず（⑩  ）。 
 ６．おっぱいを吸うと、母も子も（⑪  ）、とても幸福な気持ちになる。 
 ※分娩後、数日間分泌される母乳：（⑫ ）⇒免疫物質を多く含む 
 
調整粉乳 母乳を与えられないとき、不足するときに与える。 
１．（⑬   ）でも授乳できる。 
２．（⑭ ）がわかる。 

 
 
 
〈２〉離乳食：生後５・６か月～ 

 ⇒（⑮   ） 
＊ 生後（⑯   ）頃から始めて、遅くとも（⑰   ）までに完了する。 

 ＊ 食物アレルギーの予防：（⑱ ）ずつ与えてアレルギー症状の有無を確認 
 〈⑲ 〉 
 ＊発育に応じた調理法（教Ｐ．５４２離乳の進め方の目安） 
 
【乳児の胃と成人の胃】 
 ・乳児の胃は成人と比べると・・・ 

（⑳ ）、容量が小さい。 
 新 生 児：約（ａ ）ｍｌ 
 １歳ごろ：約（ｂ ）ｍｌ 
 成 人：約（ｃ ）ｍｌ 

 ・食道と胃の接合部である（ｄ ）の筋肉が弱い。 
 ⇒（ｅ    ） 
 ⇒（ｆ   ） 
 

 
 

イラスト 

 
 

イラスト 



２年（ ）組（ ）番 氏名（ ）No.７ 

〈３〉幼児の食事 
 １．１回の食事で食べられる量が少ない ⇒（①  ）を食事の補助と考える。 
 ２．味付けを（②  ）にする。⇒味覚の基礎を作る 
 ３．食べやすいように、（③ ）に配慮する。 
４．（④ ）のあるものを与える。 

⇒あごが発達せず、不正咬合（上下の歯がきちんと噛み合わない）の原因となる 
 ５．虫歯予防のために（⑤   ）を決めて食べる。 
 ６．偏食にならないよう食品を（⑥ ）調理する 

⇒し好や味覚を豊かに育てる 
★幼児食「お弁当」～どんなものがよいか、考えてみよう！！！～ 

献立 材料 

１群 ２群 ３群 ４群 

乳・

乳製

品 

卵 魚介 

・肉 

豆・

豆製

品 

野

菜 

い

も

類 

果

物 

穀

類 

砂

糖 

油

脂 

３～５歳・女／１日の必要量（ｇ） 250 30 60 60 240 60 150 150 5 10 

朝食 トースト 食パン        ○   

バター          ○ 

牛乳  ○          

フルーツヨーグルト りんご       ○    

ヨーグルト ○          

夕食 ご飯 米        ○   

肉じゃが 牛肉   ○      ○ ○ 

 じゃがいも      ○     

 にんじん・玉ねぎ     ○      

けんちん汁 豆腐    ○      ○ 

 さといも      ○     

 にんじん・大根     ○      

摂取できているか ⇒ ○・△・×をつける           

昼食 

弁当 

            

           

           

           

           

           

           

           

 



【ワークシート②】  ２年（ ）組（ ）番 氏名（ ） 

テーマ：子どもが「喜ぶ」 「栄養バランスのよい」 お弁当を考えよう☆  

 条件：主食「穀類」／主菜「魚介・肉」・「卵」／副菜「野菜」は必ず入れること！！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

★１：①何歳くらいの子どもに②どのような場面を想定して作りましたか？ 
 

 
★２：工夫したところ・アピールポイント 

 

 

 

★３：お弁当作りを終えた感想 
 

 

 

 

 





テーマ



¢（間食）を食事の補助と考える

¢味付けを（うす味）にする

¢食べやすいように（固さや大きさ）に配慮
する

¢（歯ごたえ）のあるものを与える

¢虫歯予防のために時間を決めて食べる

¢偏食にならないように、食品を
（バランスよく）調理する

幼児の食事（前回の復習）



¢４つの食品群別摂取量の目安より、
朝食・夕食で不足するものを考える。

¢（プリントNo.７・前回の授業より）
主食「穀類」
主菜「卵」・「魚介・肉」
副菜「野菜」

は必ず入れること

献立作成



¢栄養バランスは取れているか

¢味に変化はあるか

¢食べやすいような工夫はされている
か（固さ・大きさ(一口サイズ）

¢箸が使える？スプーン？

¢彩りはよいか

¢色や形など幼児の興味をひくような
工夫はされているか

お弁当作りの条件・ポイント




























